
 

令和５年２月１０日 

愛   媛   大   学 

 

ＮＥＤＯ先導研究プログラムに係る 

「急傾斜地ロボット農業システム開発」における 

モデル園地走行試験の実施について 

つきましては、地域へ広く周知いただきますとともに、取材くださいますようお願い 

いたします。 

 

記 

 

日 時：令和５年２月１４日（火）10：00頃から（雨天中止） 

場 所：愛媛県農林水産研究所内 ロボット高適応性モデル園 

内 容：電動台車の走行試験 

・愛媛大学大学院農学研究科 開発機 

・メカロン（（株）Doogと農研機構の共同研究成果） 

 

 

 

 

 

 

 

 

愛媛大学大学院農学研究科および植物工場研究センターでは、愛媛県農林水産研究所、

井関農機㈱と共同で国立研究開発法人 新エネルギー・産業技術総合開発機構の先導研

究プログラム「機械負荷制御導入による電動農機・農業ロボットの最適エネルギー・作業

管理技術の開発」に取組んでいます。 

その中で、急傾斜地ロボット農業システムの社会実装を目指し、急傾斜地向け自立走行

ロボットの開発と農業ロボットが安全に稼働する園地設計について検証するためのモデ

ル園を農林水産研究所内に整備しました。このモデル園を使用し愛媛大学などが開発し

た電動台車の走行試験を次のとおり開催します。 

PRESS RELEASE 

 

本件に関する問い合わせ先 

（担当部署）愛媛大学大学院農学研究科   

（担当者名）准教授 上加裕子 

TEL：089-946-9827 

Mail：ueka.yuko.mx@ehime-u.ac.jp 



走行予定の電動運搬車 

 

   

  愛媛大学開発車 メカロン 

輝翠テック㈱開発車 



ロボット高適応性モデル園 位置図 

 

本館 

モデル園 
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業
で
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内
容

サスティナブルスマート農業生産システムに向けて

人工光植物工場

燃料電池（FC)
※ フィールド機械

はFCV化

水素製造装置

水素タンク

太陽光などの再生可能
エネルギー

農地再生可能エネルギーを利用した
水素ステーション

太陽光植物工場

Type 2：低トルク農機
電動乗用管理機の
最適制御システムの構築

Type 1：高トルク農機
電動乗用モーアの
エネルギー消費削減技術の構築

Type 3：トルク分散農機
コンバイン刈取部・風選別部の
電動化による作業精度検知技術
の構築

電動農機・農業ロボット・植物工場
などからのCO2排出ゼロを達成！

Type 4：小型農業ロボット
急傾斜地向け自走ロボットと
ロボット高適応性圃場設計
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